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将来都市像

　野々市市第一次総合計画では、まちづくりの理念である“愛と和の市民憲章”をふまえ、本市の

歴史の上にも関わりが深い椿をまちづくりの象徴とし、花をヒトに、葉をモノに、そして枝を知識

や情報になぞらえ、これらが和となる総合的なまちづくりを進めたいという思いから、将来都市像

を次のように定めました。

　私たちが住む野々市市は、穏やかな地形に恵まれ、活気あふれるまちに成長することができました。しか

し、穏やかで活気あふれるまちであっても、大勢の人たちの知恵や力の和がなければ、地域社会は成り立ち

ません。すべての市民が、本市の花木である椿が持つ十の美徳と共に、人の和を尊重し、市民の知恵と力を

結集することができている、そんなまちになっていたいと思います。

　この将来都市像には、“ここでいい”ではなく“ここがいい”と思えるまちづくりを、“住んでみたい”“住み続

けたい”と考えてもらえるまちを、そして、“住み心地一番のまち”になっていたいという想いを込めています。
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中間見直しの視点

　総合計画策定時に定めた将来都市像の実現に向け、本市がめざすべき目標を改めて確認します。

　また、将来都市像を実現するための市民協働の新たな考え方を示すとともに、将来都市像に掲げる

「椿の持つ十の美徳」と、「まちづくりの基本方針（政策）」とのつながりを整理します。
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　本市は、将来都市像を実現するため、ともに創
つく

り、ともに育
はぐく

む、市民協働のまちづくりを進めて

います。

　これまでの5年間では、まちづくり基本条例の制定や、市民協働によるまちづくり推進指針の策

定などにより、市民協働のまちづくりの理念や方向性を明確にし、その土台を築きました。

　これからの5年間では、まちづくりの主役である市民とともに協働の実践を積み重ね、「市民協

働のステップ」の力により、将来都市像の実現をめざします。

　「ステップ1　知る・興味を持つ」を協働の入口とし、「ステップ4　市民発のアクションが実施さ

れる」を、最も実践的な協働と位置づけました。

　「市政に興味を持ち、情報を得る」「市が実施する事業に参加する、意見を言う」といった限定的

な市民参加から、「市民と行政がまちづくりのパートナーとしてつながり、市民発の取り組みを進

める」といった、行動による市民参加をめざします。

協働の実践

協働の土台

行動による
市民参加

声による
市民参加

行政主体の活動への
限定的な市民参加

市民と行政との協働、
決定権の共有

市民主体の活動に
行政を巻き込む

知る・興味を持つ
ステップ

1

ステップ

2

ステップ

3

ステップ

4

意見を言う

協働する
（パートナーシップ）

市民発のアクションが
実施される
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市民協働のステップ



　椿の持つ十の美徳を備えた市民が、まちづくりの基本方針（政策）に沿って創り上げたこのまち

で、誇りと愛着を持って暮らしている、そのようなまちづくりを進めたいという想いを込めています。
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椿には、次のような十の美徳があり、

これを「椿の十徳」といいます。

椿の十徳

①不老の徳
　年月を経ても老衰の様子を見せない

②公徳を守る徳
　落葉しないから木の下は汚れない

③相互一致の徳
　接ぎ木をすれば容易に合着し、互いに別個の新種を作る

④謙遜の徳
　藪蔭に生えて春に花容勝絶、人は庭内に移植したいと思う

⑤清浄の徳
　水清き土地によく生育する

⑥矜持の徳
　プライドを失なわぬ徳

⑦常緑不変の徳
　葉は常に濃緑で緑色に輝いている

⑧操節を守る徳
　霜枯れがなく、花蕾は春に備えて

　日毎に膨らむ営みを休まない

⑨奉仕の徳
　毎年花が咲き、栽培者の労に

　報いて奉仕の心を発揮する

⑩厚生の徳
　椿油は灯油や食油に用いられ、頭皮や皮膚への栄養にも

　適し、木材として椿炭、家具、日用品などの木工素材にも

　適している
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政策1【市民生活】
一人ひとりが担い手のまち

政策2【福祉・保健・医療】
生涯健康

心のかよう福祉のまち

政策3【安全安心】
安心とぬくもりを感じるまち

政策4【環境】
環境について考える人が住む

まち

矜持

操節

奉仕

厚生

常緑不変



「まちづくりの基本方針（政策）」と将来都市像に掲げる

「椿の十徳」には、次のように、つながりを持たせています。
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①不老の徳
　生涯にわたって健康な人々が住むまち　

②公徳を守る徳
　美しいふるさとを守り伝える人が住むまち

③相互一致の徳
　接ぎ木をすると新種を作る椿のように、

　新しい野々市産を産み出す人が住むまち

④謙遜の徳
　お互いを尊重しながら主体的に行動する人の和が

　広がるまち

⑤清浄の徳
　暮らしやすい街並みが整ったまち

⑥矜持の徳
　みんなの声を集めてつくる、誇りあふれるまち　

⑦常緑不変の徳
　常に緑色に輝いている椿の葉のように、いつまでも

　学び続ける人たちが住むまち

⑧操節を守る徳
　安全安心のために日毎の備えを怠らない人々が住むまち

⑨奉仕の徳
　地域をもっと元気にしようとがんばる人々を応援するまち

⑩厚生の徳
　産業が発展し活気があふれ、安心して働くことのできる

　まち
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政策5【生涯学習・教育】
みんながキャンパスライフを楽

しむまち

政策6【産業振興】
野々市産の活気あふれるまち

政策7【都市基盤】
くらし充実　

快適がゆきとどくまち

政策8【行財政運営】
住み続けたい！をみんなの声で

つくるまち
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